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Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

・2020年の5Gの実現及び普及・高度化に向けて、
産学官連携による研究開発とともに、様々な
産業分野への利活用による新たな市場創出や、
社会的課題の解決を目指した総合実証等の取
組を強力に推進

【予算】 電波資源拡大のための研究開発
１０８．８億円の内数（３０年度 １０９．０億円の内数）

【予算】 周波数ひっ迫対策技術試験事務
８３．０億円の内数（３０年度 ５６．１億円の内数）

５．5G、光ファイバ、4K・8K等の世界最高水準のICT環境の整備
5Gや光ファイバ等の地域展開、Wi-Fi環境整備、ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋ゙ﾈｯﾄﾜｰｸの光化、4K・8Kやネット時代に対応した高度な映像配信等による通信・放送環境
の高度化の推進

（１） 第５世代移動通信システム（5G）の実現に向けた取組の推進



• 地域の課題の解決や活性化のため、農業、観光、防災、医療・介護等の分野において高度な無線シス
テムによるIoTサービスの利用が拡大。それに伴って通信トラヒックも急増

• こうした急拡大する電波利用ニーズに対しては、特定の周波数帯のみで応ずると、当該周波数帯が逼
迫し、電波の能率的利用ができないため、Wi-Fi等の多様な高速･大容量無線局の活用促進により対応
する必要がある

• 5G・IoT時代に向けて、地理的に条件不利な地域において、電気通信事業者等による、高速・大容量無
線局の前提となる伝送路設備等の整備を支援

【予算】 高度無線環境整備推進事業 ５９．０億円【新規】

５．5G、光ファイバ、4K・8K等の世界最高水準のICT環境の整備

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

（２） 5Ｇや光ファイバ等の地域展開

スマートホーム

通信ビル

教育ＩｏＴ スマートモビリティ観光ＩｏＴ

農業IoT

コワーキン
グ

スペース

地域の
拠点的地点

高速・大容量無線局の前提となる伝送路

５Gや光ファイバ等の地域展開、Wi-Fi環境整備、ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋ゙ﾈｯﾄﾜｰｸの光化、４Ｋ・８Ｋやネット時代に対応した高度な映像配信等による通信・放送環
境の高度化の推進



• 携帯電話等エリア整備事業
過疎地等の地理的に条件不利な地域において、地方公共団体
が携帯電話等の基地局施設等を整備する場合や、無線通信事
業者が基地局の開設に必要な光ファイバ等を整備する場合に、
その事業費の一部を補助

• 電波遮へい対策事業
鉄道トンネルや医療施設等の携帯電話の電波が届かない場所
において、一般社団法人等が携帯電話等の中継施設を整備す
る場合に、その事業費の一部を補助

５．5G、光ファイバ、4K・8K等の世界最高水準のICT環境の整備

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

【予算】 携帯電話等エリア整備事業 ３１．１億円（３０年度３３．６億円）
電波遮へい対策事業 ４２．２億円（３０年度６６．６億円）

 

 伝送路

基地局施設

エリア整備に必要な施設・設備

携帯電話等エリア整備事業のイメージ図

５Gや光ファイバ等の地域展開、Wi-Fi環境整備、ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋ゙ﾈｯﾄﾜｰｸの光化、４Ｋ・８Ｋやネット時代に対応した高度な映像配信等による通信・放送環
境の高度化の推進

（３） 携帯電話がつながらない地域における整備の推進



・世界の「言葉の壁」をなくし、グローバルで自由な
交流を実現する「グローバルコミュニケーション
計画」を推進するとともに、訪日外国人への対応の
充実による観光産業の活性化等、地方創生に資する
ため、①多言語音声翻訳技術の対応領域及び対応言
語の拡大並びに精度向上に向けた研究開発、②病
院 ・ 商 業
施設・観光地等における社会実証を実施しており、
2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大
会に向けこれらの取組を加速

【予算】 グローバルコミュニケーション計画の推進 ８．２億円（３０年度 ７．０億円）
国立研究開発法人情報通信研究機構運営費交付金

２９５．５億円の内数（３０年度 ２８０．３億円の内数）（後掲）

（６） グローバルコミュニケーション計画の推進

スマートフォン
などに話しかける
と即座に他の言語
に翻訳して、音声
出力する

多言語音声翻訳システムの仕組み

病院

多言語対応ヘッド
セット等のウェアラブ
ル 機 器 を 用 い 、
症状や病名の翻訳
など医師と患者の
コミュニケーションを
支援

赤ちゃんは元気に
育っていますよ。

（スペイン語）
Bebé está creciendo sano

多言語対応型
レジ端末により、
商 品 の 購 入 や
問 合 せ な ど 、
外国人客の要望
にきめ細やかに
対応

ショッピング

（インドネシア語）Apakah
anda memiliki warna lain?

（グラスの）色違いは
ありますか。

ekiwadokodesuka

駅は/どこ/ですか

音声認識技術

音声を文字に変換 単語を確定

the station / where / is

where is the station 

多言語翻訳技術

英単語を検索 自然な英文に変更

音声合成技術

英文を音声に変換

駅はどこですか？

Where is the station ?

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

５Gや光ファイバ等の地域展開、Wi-Fi環境整備、ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋ゙ﾈｯﾄﾜｰｸの光化、４Ｋ・８Ｋやネット時代に対応した高度な映像配信等による通信・放送環
境の高度化の推進

５．5G、光ファイバ、4K・8K等の世界最高水準のICT環境の整備

（７） 放送用周波数の有効活用に向けた取組の推進

・放送サービスの高度化やホワイトスペースの一層の利用拡大など、放送の未来像を見据えた放送用周
波数の更なる有効活用に向けた技術方策と、技術的条件の在り方について検討を実施し、地上放送用
周波数のひっ迫状況を解消するとともに、新たな放送サービスの導入実現を図る

【予算】 周波数ひっ迫対策技術試験事務 ８３．０億円の内数 【新規】



・5Gの利活用分野の更なる拡大や高まり続けるニーズに対応 す
るとともに、IoT等の新たな無線通信の利用拡大に伴い、更な
る電波の有効利用技術による次世代ワイヤレスシステムの実現
に向けた研究開発等を推進する

・また、電波利用技術に関する人材育成に資するため、大学や
高専などとの共同研究を推進するとともに、人的支援を含めた
外部開放型の実証研究環境を提供する中核的拠点機能（電波
COE：Center of Excellence（COE））を構築する

・2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会で多数
の様々な無線システムの使用を可能とするため、既存の無線
システムとの周波数共用等により、周波数の有効利用を一層
促進する

・電波の有効利用方策の一つとなる、関係府省等が共同
で利用できる「公共安全LTE」（PS-LTE）の実現に向けて、
通信エリアの拡大に資する技術的検討等を実施する

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

（１） 次世代ワイヤレスシステムの実現のための研究開発等

■ワイヤレス先端人材育成型研究開発
・電波有効利用技術や電波利用システムの研究開発
・大学や高専との共同研究により若手研究者や学生の育成を推進
・最も優れた研究には、研究を自由に展開するアワードを提供

電波COE
大学・高専との共同研究

オープンな実証研究環境

メンターによる指導・支援

・先端的な電波研究施設
・高性能な無線測定機器

■実証研究環境の外部開放 ■人的な指導・支援の提供
・電波研究を指導するメンター（ポスドク等）
・電波利活用に精通したメンター

次世代ワイヤレスシステムの実現のための技術開発や新たなニーズに対応した環境整備等の推進

【予算】 電波資源拡大のための研究開発 １０８．８億円（３０年度 １０９．０億円）
【予算】 周波数ひっ迫対策技術試験事務 ８３．０億円（３０年度 ５６．１億円）
【予算】 公共安全ＬＴＥの実現に向けた調査検討 １２．５億円【新規】

５．5G、光ファイバ、4K・8K等の世界最高水準のICT環境の整備



・ 5G等の新たな電波利用ニーズに対応するため、既存無線システムの電波利用実態の詳細な調査や、
既存無線システムとの高度な周波数共用を実現するための自律的（ダイナミック）な周波数共用・干
渉回避技術の開発等を実施

【予算】 周波数有効利用のための電波利用環境の整備 事項要求【新規】

（２） 新たな電波利用ニーズに対応するための電波利用環境の構築

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

次世代ワイヤレスシステムの実現のための技術開発や新たなニーズに対応した環境整備等の推進

５．5G、光ファイバ、4K・8K等の世界最高水準のICT環境の整備



・世界最先端の安全・安心・快適なConnected Car※社会実現に向けて、必要となる各種無線システム
を組み合わせた総合実証試験を実施
※5G等のネットワーク、ビッグデータ、AI等の進化により、いろいろな人やモノ、データとの有機的な結合を可能とする
クルマ

【予算】 周波数ひっ迫対策技術試験事務 ８３．０億円の内数（３０年度 ５６．１億円の内数）

クルマとネットワーク

クルマとインフラ

クルマとクルマ

クルマと人

Connected Car

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

次世代ワイヤレスシステムの実現のための技術開発や新たなニーズに対応した環境整備等の推進

５．5G、光ファイバ、4K・8K等の世界最高水準のICT環境の整備

（３） Connected Carのための新たなワイヤレスシステムの検討



・超高精細映像やIoT・ビッグデータ・AI等の普及に
よって急速に増大する通信トラヒックに対応するた
め、高速大容量、低消費電力、柔軟な接続を達成で
きる光ネットワーク技術の研究開発を推進

６．あらゆる産業分野におけるIoT・AI等の徹底活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

（１） 最先端の情報通信ネットワーク技術の研究開発の推進

最先端の情報通信技術の研究開発・標準化の推進

【予算】

新たな社会インフラを担う革新的光ネットワーク技術
の研究開発 １１．０億円（３０年度 ９．５億円）

・Society5.0時代における通信量の爆発的増加やサー
ビス要件の多様化（超低遅延、多数同時接続等）、
ネットワークの複雑化に対応するため、AI（人工知
能）を活用したネットワーク運用の自動化等を実現
する技術の研究開発を推進

【予算】
革新的AIネットワーク統合基盤技術の研究開発

７．０億円（３０年度 ５．４億円）

（２） AIによるネットワーク自動最適制御技術等の研究開発の推進

運用者 ／ 管理者

NW状態分析機能

・障害予兆検知
・障害発生検知

①障害対応の自動化

・最適フロー算出

障害対応支援機能

NW管理・設計機能

・NW最適設計

②ネットワーク設計の自動化

・ｻｰﾋﾞｽ要件分析

サービス分析機能

障害対応支援

検知情報

性能情報、
ﾄﾗﾌｨｯｸ情報他

障害
自動設定

ｻｰﾋﾞｽ要求

学習データ 学習データ

分析情報

</>

AI

物理ネットワーク

AI

AI

AI



６．あらゆる産業分野におけるIoT・AI等の徹底活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

最先端の情報通信技術の研究開発・標準化の推進

・新たに脳情報通信分野への重点的な
研究開発を行い、脳情報通信技術の
社会実装に向けた産学連携の呼び水
とし、脳情報通信分野の裾野の飛躍
的な拡大を目指す

【予算】 新たな脳情報通信技術の研究開発及び社会実装 ２．１億円【新規】

（３） 脳情報通信技術の社会実装の推進

・脳のメカニズムに倣い、少数
データ、無作為データからリ
アルタイムに取捨選択しなが
ら、特徴・意味を抽出し、分
類・学習すること等を可能と
する次世代人工知能技術の実
現に向けた研究開発を推進

【予算】 次世代人工知能技術の研究開発 ２．４億円（３０年度 ２．０億円）

（４） 脳に倣う新たな人工知能技術の実現



６．あらゆる産業分野におけるIoT・AI等の徹底活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

最先端の情報通信技術の研究開発・標準化の推進

・世界的に認められた「おもてなし」に代表される日本の対人関係観を反映した「よりそい」型対話を
実現可能とする高度対話エージェント技術の研究開発・実証を推進し、開発コミュニティの構築等を
促しつつ、自然言語処理技術の社会実装を促進するとともに、我が国ならではの社会課題の解決や社
会貢献に資する

【予算】 高度対話エージェント技術の研究開発・実証 ２．４億円（３０年度 ２．０億円）

（５） 高度対話エージェント技術の研究開発・実証

高度な対話を実現するアプリを開発するための環境を開発

・開発コミュニティ構築を促進 ・自然言語処理技術の社会実装を促進

基礎的かつ共通で必要となる、相手の意図を解釈する技術、感情を推定する技術等を開発

格安で○○に行きたいん
ですが・・・

ついさっき、○月○日発の格安プラン
にキャンセルが出ていますよ

店頭でアドバイスをするAIスピーカー

ちょっとお医者さんに電
話してみましょうね

このアラームが出たときは
緑のボタンを押して下さい

コンシェルジュ

お好きそうな商品が発売されてますよ！

老人によりそう介護ロボット 好みの商品を紹介するスマホ 運転者をサポートする自動車 労働者を支援する業務システム

そこにコンビニがあるの
で、休憩しませんか？

高度対話エージェント共通基盤化技術
多目的高度対話エージェントコンテンツ生成支援技

術

基幹技
術

利活用技術

社会・産業の様々な分野において、深い知識に基づく「よりそい」型対話を実現

目指すコミュニケーション



６．あらゆる産業分野におけるIoT・AI等の徹底活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

最先端の情報通信技術の研究開発・標準化の推進

（６）「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」の構築と社会実装の推進

・最先端のAI基盤技術を様々な産業分野に早急
に展開し、データ収集とAI解析により価値創
出を図るため、産学官のオープンイノベー
ションによる先進的利活用モデルの開発や国
際標準化を推進し、新たな価値創出基盤とな
る「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」の
構築と社会実装を推進

【予算】 「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」社会実装推進事業 ４．６億円（３０年度 ２．６億円）

• 「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」を通じた様々な分野におけるデータ収集とＡＩによる解析に
より新たな価値を創出することが我が国の国際競争力確保にとって決定的に重要

• 音声処理、自然言語処理等のAI基盤技術をもとに、多様な分野で人間と自在な対話が
可能な次世代サービス等を実現

データ

クラウド

利活用分野に
応じたＡＰＩ※等の
開発・標準化

IoT/BD/AI
情報通信

プラットフォーム

※API:利用者がシステムを利用するための情報のやりとりに係るインタフェース

質問
応答

知識獲得
情報抽出

超大規模
文書解析

対話

自然言語処理ＡＩ

音声
認識

音声
合成

音声処理ＡＩ

利活用分野等を公募
（国が細かく特定するのではなく、ベンチャー企業なども含めて広く民間のアイディアを公募）



６．あらゆる産業分野におけるIoT・AI等の徹底活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

最先端の情報通信技術の研究開発・標準化の推進

・競争的資金による研究開発を通じて、
未来社会における新たな価値創造、若手
ICT人材の育成、中小企業の斬新な技術
の発掘、ICTの利活用による地域社会の
活性化、外国との共同研究による国際
標準獲得等に貢献

（７）戦略的な情報通信に係る研究開発の推進

※国際標準獲得型研究開発は外国研究機関との連携で実施

【予算】

戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）
１８．７億円（３０年度 １５．５億円）

（８）「異能vation」プログラムの推進

【予算】 戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE） １８．７億円の内数（３０年度 １５．５億円の内数）

総務省 プログラム評価委員会

業務実施機関による運用

社会展開発掘（自薦・他薦） 課題挑戦

趣旨に賛同する
協力協賛企業
１６３社

(一般社団法人デジタル
メディア協会参画各社
を始め、株式会社TBS
テレビ、株式会社バンダイ
ナムコホールディングス、
東 京 地 下 鉄 株 式 会 社、
富士通株式会社、ヤフー
株式会社等の多様な企業が
参加）

挑戦する雰囲気の醸成

協力協賛企業
と

マッチング

破壊的な挑戦部門
破壊的価値を創造する、奇想天外で
アンビシャスな技術課題への挑戦を支援。
※世界的なスーパーバイザーによる評価を
経て選考（１年間。300万円上限）

認める
褒める
つながる

ジェネレーションアワード部門
・ 未来がより良くなるような独自のアイデア
・ 自分でも一番良い使い方が分からないけれど、
こだわりの尖った技術やモノ

・ 自らが発見した実現したい何か
を協力協賛企業が表彰（副賞あり)

プログラムアドバイザー スーパーバイザー

伊藤穰一 外村 仁 中須賀真一 三池崇史 小川エリカ 上田 学
まつもと
ゆきひろ 原田博司 川西哲也 牧野友衛 高須克弥 高橋智隆

・ICT分野において、破壊的な地球規模の価値
創造につながるイノベーションの芽を育て
るため、大いなる可能性がある野心的な
技術課題への独創的な挑戦を支援する
「異能(Inno)vation」を推進

業務運営の適正性について評価（審査の適正性、スーパーバイザーの承認 等）



・ICT分野における我が国発のイノベーションを
創出するため、ベンチャー企業や大学等による
新技術を用いた事業化への「死の谷」を乗り越
えるための挑戦を支援

【予算】 ICTイノベーション創出チャレンジプログラム
４．０億円（３０年度 ２．６億円）

６．あらゆる産業分野におけるIoT・AI等の徹底活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

（９） ICTイノベーション創出チャレンジプログラム（I-Challenge!）

最先端の情報通信技術の研究開発・標準化の推進



６．あらゆる産業分野におけるIoT・AI等の徹底活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

ＡＩ

地域におけるビッグデータ・ＡＩ・ＩｏＴの活用を推進

ビッグ
データ

ＩｏＴ

AIを
活用した

解決策
データ

生産性
向上

人手不
足解消

・人口減少や地域経済活性化など、わが国が直面
する課題に対し、IoT・AI等の活用を通じて、地
場産業の生産性の向上をはじめとする様々な地
域課題の解決や障害者の就労支援等につなげる
新たなサービスを支援する施策を実施

（１）ＩｏＴ・ＡＩを活用した地域活性化

IoT・AI・ブロックチェーン等の先端技術の導入に向けた実証・実用化の推進

【予算】 地域AI活用普及推進事業（地域AIプロジェクト） ４.０億円【新規】



７．地域のポテンシャルを引き出すICTの活用

Ⅱ ICTのアグレッシブな導入によるSociety5.0の実現

地域におけるAI・RPA等の活用、ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの取組支援、非識別加工情報の提供に係る仕組みの検証等を通じたﾃﾞｰﾀ活用の推
進

・地域経済活性化や地域課題解決に資するオープン
データの利活用を促進するため、地方公共団体職
員向けのオープンデータ研修、民間ニーズと地方
公共団体保有データとの調整・仲介等を実施

【予算】 地域オープンデータ推進事業
４．５億円（３０年度 ３．２億円）

（２）地方公共団体におけるオープンデータの
取組支援

相談窓口調整・仲介

e-learning

全国各地でオープンデータに関
する必要な知見・技術を一気通
貫で習得できる研修を実施

研修コンテンツ

継続的にオープンデータの取組を
支援する環境を整備

・AI活用が進められていない行政分野（介護、災害
対応等）へのAI導入や未だ実現できていないクラ
ウドサービスとしてのAI導入について開発実証を
行うとともに、効果が実証された行政分野への
RPA導入に対する補助を行うことにより、地方公
共団体におけるAI・RPA等革新的ビッグデータ処
理技術の導入を推進

（１）革新的ビッグデータ処理技術の導入促進

【予算】 革新的ビッグデータ処理技術導入推進事業
５．０億円【新規】
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